
　当社における原料使いこなしの技術は、1952年にPTFEを
製品化し「バルフロン®」として販売をしたことにより始まった。
　長年にわたり、日本国内で販売されているＰＴＦＥ原料を用
いて、圧縮成形、押出成形、ラム押出成形というような基本
的な成形方法から、アイソスタティック成形やポアソン成形と
いった異形素材の成形を行ってきた。
　「バルフロン®」は長年にわたり、ＰＴＦＥの特徴である非粘
着性、低摩擦、耐薬品性などを活かし、すべり軸受け、シー
ル材として、産業機器全般に広く使用され、近年ではそのク
リーン性が評価され、半導体分野でも広く使用されている。
　また、高度情報化社会の発展、地球環境の保護、新エ
ネルギーの開発に伴う材料として、使用する分野、用途は更
に拡大している。
　近年のニーズは多岐にわたり従来のバルフロン®グレードの
みではニーズに対応出来ない状況である。
　当社はその対応として、1995年に「上海バルカーふっ素樹
脂製品有限公司」を設立し、ふっ素樹脂モールダーとして初の
中国進出をしたことを皮切りに、中国を中心としたグローバル市
場展開を実施、従来のバルフロン®グレードに加え、客先用途・
仕様・価格にあわせた多彩なグレードを取りそろえている。
　多彩なグレードを提供するには様 な々原料を使いこなす技
術が必要となる。
　本報ではその使いこなし技術を紹介する。

　2. 原料の種類とその使いこなし技術

２-1）原料の種類、特徴
　ＰＴＦＥモールディングパウダーは粒径の違いにより、大きく
分けて以下のように分別される。また、その特徴を示す。
　微粉パウダー：粒径小、嵩密度低、成形性悪い、物性良い
　造粒パウダー：粒径大、嵩密度高、成形性良い、物性標準
　中粒子パウダー：上記２つのパウダーの中間

２-２）予備成形と寸法変化、密度コントロール
　原料使いこなしにおいては各原料の特徴を把握すること
が重要である。特に成形に於いて、重要なポイントは成形圧
力と寸法変化率（Ｆｉｇｕｒｅ１）、予備成形品密度（Figure2）の
把握である。

 

　上記２つは一緒に考える必要があり、予備成形密度を均
一化することにより、寸法変化率を一定にすることができ、常
に同一品質の製品提供が可能となる。

２-3）結晶化度、ボイドの影響とそのコントロール
　PTFEにおいて顧客ニーズに合わせた製品を提供するに
はPTFEの結晶化度のコントロールとボイドの抑制が重要とな
る。

　1. はじめに　　

Figure1　PTFEの予備成形圧力と寸法変化率

加圧平行方向

加圧垂直方向

Figure2　成形圧力と予備成形密度
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　結晶化度とボイドが製品特性に与える主な影響をTable1
に示す。

 
　結晶化度のコントロールとボイドの抑制を行うには先に述
べた成形圧力の制御に加え、焼成条件を厳密に設定し、コ
ントロールすることが重要である。
　PTFEの標準的な焼成条件をFigure3に示す。

　ＰＴＦＥの焼成条件は9つのステップにて形成されている、
使用する原料の種類や使用用途に合わせ、各ステップの温
度、時間を変化させる必要がある。
　上記により結晶化度のコントロールのみでなく、原料内の
不純物や不活性ガスの除去、変色の防止などを行っている。

　当社では成形条件、焼成条件の詳細設定とそのコント
ロールにより、どの種類の原料を用いても同様の品質にする
ことが可能であり、また、顧客用途にあわせた製品品質の提
供を行っている。

　　3. 原料グレードの変化

　従来、ＰＴＦＥの主要用途である半導体用途ではバルフロ
ン®グレードのみの採用であった。現在では接液側、廃液側、
というように用途にあわせた原料を選定し、提供を行っている。
　接液側：バルフロン®グレード（標準グレード）
　廃液側：バルフロン®Ｅグレード（エコノミーグレード）
	 グローバルグレード（アライアンスグレード）　
　外観にとらわれない箇所での、ガスケット用途、バックアップ
リング、バルブシート、すべり材、多孔板などには安価原料を
用いたエコノミーグレードやグローバルグレードを採用してい
る。

　自動車、OA用途には充填材の添加をせずに耐摩耗性、
耐クリープ性を大幅に向上した架橋ＰＴＦＥを提供している。
　従来の標準的な充填材では対応できない厳しい条件下で
の使用に際しては、特殊充填材のコンパウンドを行い提供し
ている。

　以下に当社が提供しているグレードの比較表を示す。

　　4. おわりに

　当社では現在、日本のみならず世界各国のあらゆるメー
カーの原料を使いこなしている。

バルフロンⓇグレード バルフロンⓇEグレード グローバルグレード

物性
（測定例）

引張強度 38.0MPa 34.0MPa 32.0MPa
破断時伸び 350％ 300% 280%
融点 327℃ 327℃ 327℃
比重 2.17 2.17 2.17

価格
（バルフロンⓇグレードを
　100としたときの相対値）

100 70～90 50～80

用途

半導体、自動車 ガスケット（低コスト品） 中国国内市場向け
航空宇宙 多孔板、シートリング 多孔板、シートリング
一般ガスケット バックアップリング、すべり材 バックアップリング、すべり材

バルブシート バルブシート

Table2　各種グレードの物性値とその使用用途

Table1　特性に与える基本要因と影響

基本要因
結晶化度 ボイド

「低い」→「高い」へ変化 「少ない」→「多い」へ変化

成
形
品
物
性

曲げ寿命 － －
ガス透過性 － ＋
曲げ弾性 ＋ －
破断強度 － －
破断伸び ＋ －

Figure3　9ステップの焼成サイクル
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（Abstract）
In the past, raw material technology which posses efficiently managed technology was based on standard VALFLONⓇ 

grade only but now to meet the demand of customers need different kind of raw material grades are available. Stabilization 

of the quality and additional product offer according to the customers need become possible by controlling molding 

conditions and burning conditions. 

Special raw material grade is developed by compounding cross-linked PTFE, special type filler material, VALFLONⓇ  

standard grade uses for semiconductor application, VALFLONⓇ E-grade (Economy grade) is used in the backup ring, valve 

sheet applications. Global (alliance) grade is also available.

　各社の原料には様々な種類、グレードがある。このため、
特徴もまた様々である。その上、原料は日々 改良が繰り返さ
れている状況である。
　当社では常に新規原料を評価し続け、使いこなしていくこ
とで、常に安定した品質、顧客ニーズを満足する製品を提供
し続ける所存である。

　　5. 参考文献

1）ダイキン工業㈱　ダイキンフッ素樹脂ハンドブック
2）三井・デュポンフロロケミカル㈱
　ふっ素樹脂デュポンテフロン実用ハンドブック
3）旭硝子㈱　
　ＰＴＦＥモールディングパウダーの圧縮成形

Figure4　　　
バルフロンⓇスリーブ
Valflon®sleeve

Figure5　　　
バルフロン®ロッド
Valflon®rod

Figure6　　　
バルフロン®シート
Valflon®sheet

Keywords:
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（摘要）

PTFE原材料成熟应用技术原先只用在华尔氟龙标准品中，如今为对应客户规格用其制备了丰富的产品。通过控制成型条件，

烧结条件来达到品质稳定，能够为客户提供其所需的产品。

我们有用「交联PTFE」「特殊填充材料」等复合而成的[特种原料]，在半导体领域普遍使用的[华尔氟龙(标准)级产品]，在支

撑环和泵用密封件中使用的[E(环保)级品]，[全球通用品（OEM）]等产品。

关键词：

交联PTFE，特殊填充材料
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